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CS品質経営―
「指名され続ける品質」の実現を目指して
当社グループは、1999年から｢お客様満足（CS）」に

重点を置くCS経営に取り組んできました。2004年から
は、全事業でモノの品質革新に徹底的にこだわり、お客
様から継続的に選択していただける価値を常にお届けす
る「CS品質経営」に取り組んでいます。「モノづくりのはじ
まりはお客様の声から」をモットーに「人の品質」「モノの品
質」｢仕組みの品質｣を向上させ、お客様に提供する「魅力
品質」と「基盤品質」を磨き上げます。そして、「指名され続
ける品質」の実現のためにグループ一丸となって取り組
んでいます。
このCS品質をテーマとした取り組みにあたっては、「外
部損失費※1」と「重要品質問題※2の発生件数」の2つを
重点指標として設けています。CSR中期計画（2014～
2016年度）では、「2016年度に重要品質問題ゼロ、外
部損失費50％削減（2013年度比）」という目標を掲げま
した。

社会・関係資本
積水化学グループは、お客様が満足し、継続的に選択いただける製品・サービスの提供こそが、社会や
ステークホルダーとの関係強化に重要と考えています。このため、人、モノ、仕組みの品質を高めて、「指
名され続ける品質」実現を目指しています。同時に、原材料調達時における「CSR調達」の徹底や非人道
的行為に関わる紛争鉱物を使用しないなどの対応も推進しています。さらに、企業は社会の一員である
という視点に立ち、「環境」「次世代」「地域コミュニティ」の3つの分野で従業員の環境・社会貢献活動を
支援しています。

中期計画の2年目となった2015年度は、重要品質問題
ゼロを達成。外部損失費は2014年度比で横ばいとなりま
した。今後、重要品質問題ゼロを継続するため、「開発ガイ
ドライン」および「日常管理ガイドライン」をグループ全体
へ徹底して基盤品質の向上を図ります。
また、今後もグループ全体の品質保証システムの強化

と品質リスク低減活動の展開によって、外部損失費のさら
なる削減を目指します。

※1�外部損失費：�製品に関するクレーム対応の費用。
※2��重要品質問題：�「製品・サービスの品質」に関し、緊急に根本解決を図らなけれ
ば、お客様・社会・当社グループに対し重大な損害を与える問題。

資材調達
当社グループは、資材調達にあたり、「オープン」「公平・

公正」「法令遵守」「相互信頼」「環境配慮」という5つの基
本的な考え方を基に推進しています。お取引先とのパー
トナーシップを深め、公正な取引により共存共栄を図りま
す。また、調達活動において、お取引先のご協力のもとで、

CSR活動の推進に取り組んでおり、いわゆる「CSR調達」を
推進しています。	
そのために、すべてのお取引先の皆様に対して、優良な
品質の確保、環境への配慮、法令・社会規範の遵守、安全
衛生の活動を積極的に行うことを求めています。

紛争鉱物への対応について
当社グループでは、アメリカのドッド・フランク法に連動

して、コンゴ民主共和国およびその周辺国の現地武装勢
力による非人道的行為に関わる紛争鉱物（金（Au）、タンタ
ル（Ta）、タングステン（W）、錫（Sn））の排除に努めます。
商流調査の中で、懸念のある鉱物であることが判明した
場合は、責任ある調達を推進するために、お取引先と協働
して適切な措置を行っていきます。	
この法律は、米国証券取引委員会（SEC）登録企業を対
象としており、当社は、SEC登録企業ではないため、紛争
鉱物の使用についての開示義務はありませんが、サプライ
チェーン全体にわたって紛争鉱物使用の状況の調査を実
施していきます。	

社会貢献活動―
地域社会とともに生きる企業として
当社グループでは、「環境」「次世代」「地域コミュニティ」

を主な分野とした環境・社会貢献活動を進めています。こ
うした活動を、社会とともに生きる企業市民の取り組みと
して位置づけ、グループの従業員が積極的に社会と関わ
りを持てるよう活動を支援しています。

社会・関係資本
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